
　（別紙４（２）） 事業所名 ： グループホーム錦帯橋みどりの家

目標達成計画 作 成 日  ： 令和 ５ 年 　３　月　２４　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1
２

(２)
地域との繋がりを深めるため、視野を拡げてはは
いかがでしょうか。

これまで以上に幅広く地域との結びつきや協
力体制が出来る様にする。

運営推進会議のメンバーとして、近隣の交番の警
察官や小学校の校長先生等を招き、ホームの認
知度を広めると共に防犯の関する協力体制や地
域の子供たちとの交流の場を作る。

6ヶ月

2
７

(６)
自然に身体拘束をしないケアができるように、勉
強会の工夫をしてはいかがでしょうか。

身体拘束の意味を職員全員が理解し、それを
行わなくても済むようなケアを目標とした勉強
会を開催する。

これまでの書類の読み合わせだけでなく、日常感
じたことや、思い等の意見交換や利用者の思いを
くみ取れるよう、その人の役になって実技を行う研
修を実施する。

6ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


